
令和２年 月 日

２５日 政府、総合的な基本方針を決定
↓

２６日 首相、全国的イベントの中止や延期を要請
↓

２７日 首相、全国の小中高校に臨時休校を要請
↓

２８日 知事、県内各校に臨時休校を要請
↓

① ⾧崎県は、遅くとも３月４日より臨時休校に入る。それは３月２日からでもよい。

② ⾧崎県は、３月１６日以降の卒業式等の行事を学校の必要に応じて実施してもよい。

号「自分で考え、正しく判断し、最後までやり抜く生徒を目指す」

文責  小値賀中学校 校⾧値 中 だ よ り
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① 求めて学ぶ生徒　　 ② 心を高める生徒 　　③ たくましい生徒

コロナウィルス対策で臨時休校…………………………………………………鬼は外・福は内と願う

報道により安部首相が３月２日から春休みが明けるまで、全国の小中高校を臨時休校と

するよう要請すると表明しております。保護者の皆さまにおかれましては、急なことで

驚かれており、特に３年生の入試や卒業式については心配されていることと存じます。

学校といたしましても、今後、県教委や町教委の指示を仰ぎながら対応していく所存で

す。なるべく早く方針を示し、生徒及び保護者の皆様にもお伝えしたいと考えておりま

す。とりあえず臨時休校に関する第一報まで。 校⾧

２月２７日（木）６時半のテレビ報道をご覧になられていない方は、８時半ぐらいにこのような安

心メールが届き、驚かれたかと思います。３月２日（月）から臨時休校ということは翌２月２８日

（金）が今年度の最後かも…と驚きは隠せません。

首相は「多くの子供たちや教員が日常的に⾧時間集まることによる感染リスクに備える観点から、

全国すべての小学校、中学校、高校、特別支援学校について３月２日から春休みまで臨時休校を行

うよう要請する」との話しています。この判断がどうなのかはマスコミや国会に任せて、私たち学

校は子供たちの健康を守るためという一点で、これからの３月を動いていくべきかと考えます。

 ２月２８日（金）１１時から⾧崎県知事からの要請をもとに小値賀町教育委員会と話し合って、

以下のことをふまえて臨時休校に入ることにしました。

 本日、学校より第１報として「新型コロナウィルス感染症にかかる臨時休校についてお知らせ（令和２年２

月２８日時点）」を配布いたしますので、上記の①②を受けて、臨時休校中の「家庭での生活」「家庭での学

習」そして「卒業式等の行事」の３点について基本的な方向性を確認していただければと思います。３月３日

には、その３点についての詳細を記した第２報し、家庭との連携を図っていければと考えています。

【小値賀町の結論】

３日までに、翌日の臨時休校に向けての準備をし、生徒を指導してから休校に入る。

【小値賀町の結論】

縮小版でも、卒業式と終業式で渡すべきものを渡し、離任式は節目として実施をする。



中央委員会 感謝の気持ちを伝えよう

学芸委員会 １年間を楽しい放送で締めくくろう

厚生委員会 卒業式に向け、校舎をきれいにしよう

小値賀町議会にて
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　山元会長はじめ、役員の皆さまには、何度も夜の会に出席いただいたり、諸行事をよく
リードしていただいたり、お世話になりました。おかげさまでＰＴＡ活動も充実し心より感
謝しています。総会の中で、新役員の承認もなされ、新体制の準備も整いました。どうぞよ
ろしくお願いいたします。引き続き部活動後援会も開催され、各部の活動報告と決算の承
認、および部活動再編の方向性が再確認されました。夜遅くまでご参加いただきありがとう
ございました。

町制施行８０周年記念に思う…………………………………………２月1５日（土）

自行明元
自ら進んで行動し
明るく元気な生徒

PTA総会・部活動後援会総会………………………………………………２月２１日（金）

模擬議会・町の未来に意見する……………………………………………………２月19日（水）
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3月の専門委員会目標生徒会スローガン
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…………予定していた3月行事３月は本当に去っていきそうですが……………………………………………

　インフルエンザによる学年閉鎖で１月２８日の開催は中止となりま
したが、町役場と町議会の皆様には忙しい日程を調整していただき、
短縮版ながらも模擬議会を開催させていただきました。今回の３年生
は、小６の議会でも活躍した経験を持つ学年でしたので、質問→回答
→再質問とハードルをあげ、町の未来を議論する小値賀未来学の集大
成にと、主体的・対話的で深い学びを意識して準備をしてきました。
　３年生の質問に対し、西村久之町長様から、一人ひとりに丁寧にご
回答をいただきました。そして、横山町議会議長様はじめ町議会議員
の皆様には、質問を練り上げる段階から支援していただきました。本
当にありがとうございました。生徒たちは、将来、大人になって小値
賀の町づくりに責任を持って行動できる日が来るまで、さまざまなこ
とを熱心に学習し、これからも学力向上に努めてくれるものと期待し
ています。

　小値賀町80歳の誕生日おめでとうございます。式典に参加し、何度この町には奇跡？がおきるの
かと思いました。平成の大合併から非合併を選択し自立に向けて歩み出したこと。そして、昨年、
何度もイコモスに挑戦して野崎島の世界遺産登録を勝ち取ったこと。保護者を含めた地域の皆さん
は、自分たちが生きて見てきた歴史を、もっと中学生に誇りを持って語って欲しいと思います。こ
れまでの小中高一貫教育をパワーアップしたコミュニティスクールがその場かもしもません。
　２月中旬に九大・熊大・北九州市立大の教授が来島し、西高で聞き取り調査をされました。４年
前からの変容に驚かれ、値中でも聞き取りをされました。前回の調査では「小値賀は大好き。で
も、仕事がなく夢を求める場所ではない。しかし、島を出て退職して戻ってきたい。」が多く、今
回は「一度は島を出るけど、夢や仕事を求める場所として小値賀に戻りたい。小値賀のために何か
をしたい。」という声が増えたそうです。この話はＰＴＡ総会でも紹介しました。地域や家庭は、
子どもたちの夢や目標が島内であれ島外であれ、それをどう支えていき、学校は、学力を向上させ
た先にある、生きる力につながるキャリア教育の充実を問われているかのようです。
　第３の奇跡の前兆、と私は思います。時代は変わるもの、また、変えるものかもしれません。新
しい価値や仕事を都会に求めていた時代にもひずみが出てきています。予想できない時代と言われ
るからこそ、逆転の発想で、地方創生の志で、日本や郷土を担う若者が育てばと願っています。
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